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生鮮食料品の季節変動
飯　塚　仁之助
　ここで私が書こうとするものは「今日の経済」というような大きなテーマに
ついてではなく，経済時系列を構成する一つの要素即ち季節変動，それも生鮮
食料品のうちキャベツとモヤシの二品目についてのデータを用いて，季節変動
を指数化した所謂季節指数と呼ばれるものを算出し，これら二つの指数を比較
することを目的とする。二つの品目の価格を用いた理由は，前老は屋外で栽培
されるがため，気候上の季節によって，成長，収穫の時期，収穫量等に強く影
響され，従って各月の価格変化にも強く影響されるのに対し，後者は屋内で製
造されるがゆえに，気候上の季節によって殆んど影響されず，生産しようとす
れば四季を問わず常に製造することが可能であり，従って各月の価格の変化に
は左程影響されないという，同じ生鮮食料品でも大きな差異があるからであ
る。
　ところで，これら二つの季節を算出し比較する前に，季節変動について一瞥
し，併せて季節指数算出法についても触れることにする。
　季節変動は，趨勢変動，循環変動，不規則変動と同じく経済時系列を構成す
る一つの要素であり，これは一年を周期とする変動で，自然的季節及び習俗的
　　　　　　（第1表）　東京都区部におけるキャベツの価格（1kg）
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季節に起因して生ずるものであるが，自然的季節によるものとしてW．Cミッ
チェルは彼の著“Business　Cycles”の中で「主として吾々に関係のある少くと
も温暖地方においては，その気候上の季節は穀物の成長や羊毛の如き動物生産
物の成長を支配する。更に気候上の季節は又魚類，牛乳，家禽，鶏卵の如き，
その他多くの動物生産物の当座の供給に明瞭な影響を与える。程度は異なるが
気候上の季節は又建築，伐木，交通，道路建設，組立作業一般の如き戸外にお
いて営まれる殆んど全ての工程に影響する所が大きい。気候上の季節は室内に
おいて営なまれる多くの工程の能率上の要素であり，あるいは費用における要
素である。確かに気候上の季節は死亡率に影響する。即ち疑いもなくそれらは
罹病率に影響し，それ故に程度の差こそあれ殆んど総ての活動に影響を及ぼ
す……」と述べている。
　他方，習俗的季節によるものとしては多くのものがあるが其の主要なものは
法律，規則，若くは経済的な取引関係から生ずるものであり，とりわけ其の重
要な地位を占めるものは暦による習俗である。暦によれぽ普通の年は365日で
あるけれども閏年には366日となり，既に一年間における日数すら同じではな
い。又一年は12ヵ月であるけれども，各月は長さにおいて28日から31日に跨っ
ており，其の長い月と短かい月との間には4日間の開きがある。各月は同一曜
日から始まってはいないし，勿論同種曜日の日数は異なっている。従って是等
の点を考慮した上で例えば各月間の労働日数を数えた場合には，そこに自から
差異を生ずる。更に習俗上の季節は経済活動に及ぼす影響が大きいということ
である。中元，歳暮，クリスマスも近づくにつれてデパートを始め一般小売商
の売上高が上昇する（例えぽ，私の計算した結果では昭和23年から28年までの
6力年間の東京にある百貨店の商品毎月売上額を用いての7月の季節指数及び
12月の季節指数は，それぞれ107．3，202．9となっており，また昭和47年から57
年までの8力年間の，静岡県にある百貨店の売上額を用いての7月の季節指数
及び12月の季節指数は，それぞれ125．1，195．6となっている）のがその例であ
り，「正常な月（即ち25日の販売日数をもった月）における日々の販売にょっ
て表示される小売商活動は，典型的な場合においては，その月の最後の日に非
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常に高い頂点まで上昇し，それから最初のうちは幾分敏速に，それから以後は
段々早いテンポで減少する。月の中頃僅かな停止の後下向運動はその月の15日
目に至って再び継続し，22日目の販売日にその最低点に到着し，その月の最後の
日の2日前より一定の回復を表示するようになる……。そしてその動因は俸給
者の購入習慣から成り立つ」と，E．ワーゲマンは彼の著“Economic　Rhythm”
の中で述べている。
　次に，第1表の数値を用いて季節指数の算出方法に触れることにする。この
指数算出方法には（1）月別平均法，②連環比率法，（3）対移動平均比率法等がある
が，そのうちここでは連環比率法による季節指数算出手順を述べることにす
る。
1，　最初の手順は，前の値を100として連環指数を求める。例えば第2表第1
横欄・翻の数・27・・3は畢×…1・・よ・て期されたものであり・他の数
　も同様な方法によって求めた。
2．中位二項の欄の数値は，昭和53年から58年までの数値を大きさの順に配列
　した後での中位にある2力年の数値を合計したものである。
3．　合計された値を項数によって割り平均を算出する。
4．　1月基準欄の数値は，中位二項欄の第1縦欄の数値を100とし連鎖指数を
　算出する。第2縦欄の数値U3，00は100．00×113．00÷100，第3縦欄の数値
　115．43は100．00×113．00×102．15÷1002によって求められる。
5．　このようにして求められた第12縦欄の数値に，中位二項の平均の第1縦欄
　の数値を掛け，指数化するために100で割ると123，30×68．04÷100＝83．89
　となる。若し季節変動だけであるとすると，このようにして算出した数値は
　100になるはずであると考えられるが，100以外の数値が得られた場合は連環
　指数を算出したにも拘らず依然として趨勢変動が残存していると考えられる
　故，これを除去しなけれぽならない。この例では83，89－100＝－16．10とな
　るが，これは1力年間に16．10のマイナスの趨勢変動があると考えられる
　故，その差の12分の1つつを1月基準の数値に加算し修正値欄を完成させ
　る。
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（第2表）連環比率法による季節指数の算出
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（第3表）　キャベツとモヤシの価格についての季節指数
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6．修正値欄の平均を算出し，これを100として値正値欄の値を指数化する。
　これが季節指数と呼ぼれるものである。
　キャベッとモヤシとの価格を比較すると各月におけるキャベツの価格の変化
の方がモヤシの価格変化よりも大きいことがわかる（第3表及び図参照）。即ち
キャベツの価格指数は最低75．08（6月）から最高124．16（3月）まで，その
差49．08の変化を示めしているのに対し，モヤシのそれは最低でも99．41（12
月）から最高100．35（9月）まで，その差0．94の変化しか示めしていない。こ
れはキャベツが屋外で生産されるため，収穫の時期，生産量等は自然的季節の
影響を強く受けるのに対し，モヤシは屋内で製造されるため自然的季節の影響
を殆んど受けないからである。
　ところで，既に述べたように，季節変動は自然的季節と習俗的季節によって
生ずるものであるが，屋外で生産される野菜等は自然的季節の影響を強く受け
る。今自然的季節の影響だけに限定すれぽ，キャベツをはじめ多くの野菜は品
種の改良，栽培方法の改善，保蔵・貯蔵等の技術の向上等により，将来は現在
より各月における供給量の変化が小さくなることが予想されるが故に，各月に
おける価格変化もまた小さくなることが予想され，その結果，それらの季節指
数の変動も小さくなることが予想される。
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